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ＡＩは学びが面白くなるように使いたい
AIについては、もはや「使ってはいけない」と

いう時代ではなくなっていると考えています。
ただ、無条件でOKということではなく、いかに
上手く教育とつなげていくのかがポイントにな
るでしょう。
AIが出す情報を常に正しいと無批判に受け
取って、人間がただAIからの情報を受け取る
だけになってしまってはいけません。そうでは
なく、AIをツールとして、AIを使って何をした

いのか、自分の学びにいかに組み込んでいくの
か、自らのアウトプットの手助けにいかに活か
せるのか、という使い方が望まれます。
AIは簡単に答えを出してくれますが、その答

えを丸写しにして自らの学びの成果としたり、
読んでいない読書感想文をAIに書かせたりし
ても何も面白くないでしょう。自分で読んで、
自分で調べて、自分の意見を言う面白さに気づ
いてもらいたいと考えています。

 子どもも一人の人間として見る
保護者の皆さんにお願いしたいのは「何でも
先回りして準備・対策するのはお子さんのため
にはならない」ということです。
たとえば、教室で生徒が「先生、暑い」と言っ

たとします。私はあえて「そうだな。暑いな」と
だけ答えます。ここで、生徒の内心「暑いので
クーラーの設定温度を下げて欲しい」を察して
あげて、先回りしてしまうと、この生徒は、どの
ように伝えれば自身の要求を分かってもらえる
のか、学ぶ場を一つ逃したことになるからです。
この例は日常の些細なことですが、さまざま
な場面で主体性を持って、自分の意思を表明

することは、将来、必ず必要になる力です。日々
の積み重ねから、主体性は伸びていくのだと思
います。
中学受験での学校選びでも同じことが言え

ます。本人の「この学校に行きたい」「この学校
が良いと思う」という意思を尊重してあげてく
ださい。たとえまだ12歳の子どもだとしても、
一人の人間として見ることを忘れないでほしい
のです。同僚や友人であれば応援するような決
意を、我が子だからという理由で反対したり、
止めたりすることがないようにしてください

知力も人間力も高められるeスポーツ

「本校は、部活動が盛んで、全国を舞台に活
躍している陸上競技や卓球、アーチェリー、
県でたびたび賞をいただいている吹奏楽部な
ど、運動系・文化系合わせて23クラブありま
す。生徒自ら学校をアピールする広報部、ス
ポーツクライミング部、中国の言葉や文化に
触れるチャイニーズコミュニケーションクラブな
どの新たな活動も加わりました。中でもデータ
サイエンス部に併設しているeスポーツは、今
とても活気のあるクラブです。」

　eスポーツは今や、競技人口も増えて、中高
生からの人気が高い部活動だ。同校が開催す
る「ヤマテカップ」では、eスポーツの人気タイト
ル「VALORANT」をプレイする。コンピュータの
中で行うサバイバルゲームのようなゲームで、プ
レイヤーがスキルや武器を選択して、味方チーム
の勝利条件を満たすように行動するチームスポー
ツの要素が大きいゲームだ。友恵先生に大会の
様子を教えてもらった。

「最初は個人戦で、ゲームに慣れてもらいます。
その後、5人1チームに分かれてチーム対抗
戦を行います。ゲストは、初め互いに緊張して
口数も少ないですが、時間がたつにつれ話し
合ったり、声を掛け合ったり、ゲーム終盤には
各チームが一丸となって、まるで以前からの
友達のような雰囲気です。」

　また、学校としてeスポーツ大会を開催する意
義について、次のように説明する。

「本校のeスポーツ大会は、初心者が操作を
覚えながらスキルアップを目指せる場であり、
経験者との切磋琢磨を通じて成長する機会
でもあります。eスポーツは“しょせん、ゲーム
の域を超えない”と思われがちです。しかし、
チーム内での役割分担はゲーム結果に大きく
影響し、各自の役割を明確にするなどのコミュ
ニケーションが不可欠です。特に対面での大

会では、声を掛け合い励まし合うことが重要で
す。eスポーツでは、ゲームスキルだけでなく、
コミュニケーション力、分析力、判断力といっ
た能力が求められ、プレイヤーは試合を通じて
これらのスキルを高めていきます。」

　チームは友達同士で参加して編成しても良い
が、人数が足りない場合は参加者同士で協力し

てプレイする。昨年9月28日に行われたプレ体験
会では初心者向けのチュートリアルもあり、どのレ
ベルの人も参加可能。そして、予選リーグの結果
を元に10月26日のチャンピオンを決めるチャレン
ジ会が開催された。他にも「きてみてヤマテ体験
講座」では、eスポーツを通して英語を学ぶ体験
講座も開講している。

「『きてみてヤマテ体験講座』は年間を通して
開催しています。eスポーツを楽しみながら、
英語を学ぶ体験講座の参加者から『講座内
で何度も同じフレーズを繰り返すうち、自然と
英語が頭にインプットされました』『eスポーツ
のスキルが上がると使う単語やフレーズも増
えるので、もっとチャレンジしたいです』などの
声が聞かれました。」

楽しく学ぶ進学校が目指す未来の教育

　勉強が苦しいものというのは過去のイメージだ。
同校は平井正朗校長のもと新しい時代の「楽し
く学ぶオンリーワンの学校」の姿が模索されている。
このスタイルと改革実績が高く評価され、この春
の中学入試では、前年度と比べて、初日午前の
志願者数は30名→66名と2倍を超え、全日程
合計でも216名→439名もの人気を集めた。

4月から「神戸山手グローバル」と校名改称して、グローバル化対応・共学化する神戸山手では、定期
的に学外の小学生や中学生が参加できるオープンなeスポーツ大会「ヤマテカップ」を開催している。
入試広報センター長の大野嘉子先生とデータサイエンス（eスポーツ併設）部顧問でICT教育推進副セ
ンター長の友恵悠記先生にお話しいただいた。
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宮川 裕隆   先生／関西学院中学部　中学部長（校長）
大学院生時代から教職に携わり、2002年、関西学院に。学年主任を経て、2024年に中学部長。教師という仕事について「間
近に生徒の成長が見られるとても幸せな職業」と語る。
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 ６０年も前からの探究学習「読書科」
本校が取り組んでいる読書学習は、60年も

前に始まったものです。現在、その重要性が強
調されている探究学習の走りだと言えるでしょう。
読書を通じて、自ら課題を見つけて、自ら調

べる、その調べかたも学びます。そして、自分
の意見をまとめて発表します。まさに探究学習
そのものです。自分の考えをアウトプットし、相
手の意見を尊重する練習によって、本学園が目
指すグローバル社会に貢献できる世界市民と
しての素養を身につけます。
また、本校伝統の行事である青島での無人
島キャンプでは、電気もガスも水道もない自然
の中で協力してサバイバルする体験をします。
以前、卒業生が被災地へのボランティアに参
加する際に、ライフラインが途切れた場所で大
丈夫かと心配すると「無人島キャンプを乗り越

えたから大丈夫です」という頼もしい答えが返っ
てきました。
この、互いを認め合って生きていく力、どこで
も生きていける力は、グローバル時代に求めら
れる力である以前に、人間として本質的なもの
だと思っています。

人気のeスポーツ大会「ヤマテカップ」を開催人気のeスポーツ大会「ヤマテカップ」を開催

青島で の無人島キャンプ 

読書科の発表
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